
a　できている（3点） ｂ　ほぼできている（2点） ｃ　まだ不十分（１点）

評価基準に対する視点がすべて
実施できていた場合に、チェック
する。

評価基準に対する視点の
内、８０％程度できている場
合にチェックする。

評価基準に対する視点が十分
にできていない、または実施でき
ていない場合にチェックする。

①相談者との関係性の構築に
努力し、状況の把握を行ってい
る。

相談者のニーズだけでなく、状
況把握のため、家族や親族、民
生委員など、相談者をよく知る地
域関係者についての情報を相談
者から聞き出している。

相談者のニーズは聞きだし
ているが、相談者をよく知る
地域関係者の情報を聞き出
せていないことがある。

相談者のニーズや相談者をよく
知る地域関係者の情報を聞き出
せていない。

相談記録票に相談者
のニーズや地域関係
者の情報の記載があ
る。

②緊急性を判断し、適切な対応
を行っている。

センター内で共通の判断基準が
あり、必ず複数の職員で協議し
て対応する。

センター内で共通の判断基
準を持ってはいないが、主
観的に判断せず、必ず他の
職員と協議して対応するこ
ととしている。

センター内で共通の判断基準を
持っていないため、主観的な判
断で対応している。

相談記録票に他の職
員と協議した記載が
ある。

③相談者にわかりやすく情報を
提供している。

相談者のニーズに対応するた
め、関係機関等の情報を書面で
提供するとともに、口頭でも説明
している。

相談者のニーズに対応する
ため、関係機関等の情報を
口頭で説明は行っている
が、書面を提供していない
ことがある。

相談者のニーズに対応できる関
係機関の情報を口頭でのみ提
供している。

相談記録票に書面等
で情報提供をした記
録がある。

①当事者宅や入院先などを訪問
し、利用者(本人)・家族と面接を
行っている。

当事者宅や入院先などを訪問す
る必要がある場合は、必ず訪問
して面接を行っている。

当事者宅や入院先などを訪
問する必要がある場合、概
ね訪問して面接している
が、電話等で対応している
こともある。

当事者宅や入院先などを訪問す
る必要がある場合、極力訪問し
て面接しているが、電話等で対
応することの方が多い。

相談記録票に当時者
宅等の訪問の記録
がある。

②利用者の状況を把握するため
に、地域(近隣住民、民生委員な
ど)から情報を収集している。

利用者の状況を把握するため、
初期相談で情報を提供しても
らった地域関係者全員（近隣住
民、民生委員など）から情報を収
集している。

利用者の状況を把握するた
め、初期相談で情報を提供
してもらった地域関係者か
ら情報を収集しようとしてい
るが、一部収集できていな
い。

利用者の状況を把握するため、
初期相談で情報を提供しても
らった地域関係者から情報を収
集しようとしているが、あまり収
集できていない。

相談記録票に地域関
係者からの情報収集
の記録がある。

③利用者の状況を把握するため
に、その人が持っている社会資
源等、関係機関・関係者からの
情報を収集している。

利用者の状況を把握するため、
初期相談で提供してもらった社
会資源等について、関係機関・
関係者全員から情報を収集して
いる。

利用者の状況を把握するた
め、初期相談で情報を提供
してもらった社会資源等、関
係機関・関係者から情報を
収集しようとしているが、一
部収集できていない。

利用者の状況を把握するため、
初期相談で情報を提供しても
らった社会資源等、関係機関・関
係者から情報を収集しようとして
いるが、あまり収集ができていな
い。

相談記録票に社会資
源等からの情報収集
の記録がある。

①初期相談や訪問面接等で得
た情報に基づき、課題や主訴を
明確にしている。

初期相談や訪問面接で得た情
報をもとに課題や主訴等を明確
にしている。

初期相談で得た情報や訪
問面接で得た情報をもとに
しているが、課題や主訴等
が明確になっていないこと
がある。

課題や主訴等が明確になってい
るが、収集した情報に基づいた
ものではない。

相談記録票に主訴や
課題の記録がある。

②アセスメントに基づき支援計画
を立てている。

課題や主訴を解決するため、個
別・具体的な支援計画を立てて
いる。

課題や主訴を解決するた
め、支援計画を立てている
が、課題を反映していない
ところがある。

課題や主訴を解決するため、支
援計画を立てているが、個別・具
体性に欠けている。

相談記録票に個別・
具体的に記載されて
いる。

③相談内容を解決するためサー
ビス提供機関や専門相談機関
に対して、必要とされる情報を詳
細に提供している。

相談内容を解決するにふさわし
いサービス提供機関や専門相談
機関へ書面で情報を提供すると
ともに口頭でも説明している。

相談内容を解決するにふさ
わしいサービス提供機関や
専門相談機関に書面で情
報を提供している

相談内容を解決するにふさわし
いサービス提供機関や専門相談
機関に口頭で情報を提供してい
る

相談記録票に書面等
で情報提供をした記
録がある。

評価領域 Ⅱ　総合相談支援業務

評価の内容
地域の高齢者が住み慣れた地域で安心してその人らしい生活を継続していくことができるよう、どのような支援が必要かを相談等に基づき幅広く把握し、保健･医療･福祉・介護の適切な制度・サービス利用につな
げていく等の支援を行っているか。

評価分類 評価のねらい

１
　
初
期
段
階
で
の
相
談
対
応

(1)初期段階の相談対
応を行っている。

　地域包括支援センターには、
当事者や家族・親族、近隣住
民、地域のネットワーク等を通じ
て様々な相談が入り、それぞれ
のニーズに即した素早い対応が
求められます。
　ここでは、信頼関係の構築や
緊急性の判断、ニーズに合った
情報の提供など、初期相談の段
階で、適切な対応が行われてい
るかどうかを評価します。

できている
　　：９～８点
ほぼできてい
る
　　：７～６点
まだ不十分
　　：５～３点

２
　
専
門
的
・
継
続
的
相
談
支
援

(2)支援計画(処遇方針)
の策定ができている。

　支援計画の策定にあたって
は、初期相談で得た情報や訪問
による面接等で得た情報に基づ
いた適切なアセスメントが必要で
す。また、支援計画に基づき、そ
の内容を解決するにふさわしい
サービス、制度、機関へとつなぐ
ことが重要となります。
　ここでは、適切なアセスメントに
基づき支援計画を策定している
か、また他のサービス機関への
つなぎ等が適切に行われている
かを点検します。

できている
　　：９～８点
ほぼできてい
る
　　：７～６点
まだ不十分
　　：５～３点

評価項目
（評価分類に対する視点）

自己点検判断基準

判断材料又は
評価の方法

総合評価の
集約基準

(1)訪問(アウトリーチ)に
よる相談や情報収集を
行っている。

　初期相談で継続的・専門的な
関与又は緊急の対応が必要な
場合、その連絡を地域包括支援
センターで待つのではなく、当事
者宅や当事者の入院先での訪
問による面接を速やかに行う必
要があります。その際、当事者
からだけでなく、その家族や関連
機関からの情報を収集すること
も必要です。
　ここでは、地域包括支援セン
ターの特徴の一つでもある“出前
主義”が発揮されているかどう
か、また必要な情報を地域や関
係機関から得ているかどうかを
評価します

できている
　　　：９～８点
ほぼできてい
る
　　　：７～６点
まだ不十分
　　　：５～３点
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a　できている（3点） ｂ　ほぼできている（2点） ｃ　まだ不十分（１点）

評価基準に対する視点がすべて
実施できていた場合に、チェック
する。

評価基準に対する視点の
内、８０％程度できている場
合にチェックする。

評価基準に対する視点が十分
にできていない、または実施でき
ていない場合にチェックする。

評価領域 Ⅱ　総合相談支援業務

評価の内容
地域の高齢者が住み慣れた地域で安心してその人らしい生活を継続していくことができるよう、どのような支援が必要かを相談等に基づき幅広く把握し、保健･医療･福祉・介護の適切な制度・サービス利用につな
げていく等の支援を行っているか。

評価分類 評価のねらい
評価項目

（評価分類に対する視点）

自己点検判断基準

判断材料又は
評価の方法

総合評価の
集約基準

①支援引継ぎ機関に対して、あ
らかじめ設定した時期に状況を
確認している。

課題解決のためにつないだ機関
へ、地域包括支援センターから
あらかじめ設定した時期に連絡
し、「紹介してどうなったか」等、
情報収集をし、状況確認を行っ
ている。

つないだ後、地域包括支援
センターから、つないだ先の
機関に「紹介してどうなった
か」等の情報収集をしてい
るが、予め設定した時期を
過ぎてしまっていることがあ
る。

つないだ後、つないだ先の機関
に予め設定した時期に連絡して
おらず、「紹介してどうなったか」
等の情報は、つないだ先の機関
から入ることが多い。

相談記録票につない
だ先への状況確認の
記録がある。

②支援計画通りに実施されてい
るか、当事者もしくは相談者に対
して、定期的に確認している。

地域包括支援センターから当事
者もしくは相談者に定期的に連
絡し、引継ぎ後の状況等を確認
している。

つないだ後、地域包括支援
センターから、当事者もしく
は相談者に「紹介してどう
なったか」等の確認をしてい
るが、定期的には確認して
いないことがある。

つないだ後、当事者もしくは相談
者に定期的に連絡しておらず、
「紹介してどうなったか」等の情
報は、当事者もしくは相談者から
入ることが多い。

相談記録票に相談者
への状況確認の記
録がある。

③確認した情報に基づき評価を
行い、必要に応じて支援計画の
見直しを行っている。

確認した情報に基づき支援計画
の評価・見直しを行っており、見
直した場合は理由や内容を「つ
ないだ先の機関」や「当事者もし
くは相談者」に説明している。

支援計画の評価・見直しを
行っているが、不十分であ
る。

支援計画の評価・見直しを行っ
ているが、説明はしていない。

相談記録票に評価･
見直しの記録があ
る。

④終結条件を統括支援センター
と共有している。

終結条件を統括支援センターと
協議し、相談記録票等に記録し
ている。

統括支援センターと終結条
件の協議は行っているが、
相談記録票等に記録まで
はしていない。

統括支援センターと終結条件の
協議までは行っていない。

相談記録票等に終結
条件の記録がある。

①介護、子育て、障害等複合的
な課題を持つ世帯への相談対
応を行っている。

介護、子育て、障害等複合的な
課題を持つ世帯への相談対応を
関係機関と連携して行っており、
主訴や経過、課題の記録があ
る。

＿

介護に係る部分の対応は行う
が、他分野の課題については担
当部署に繋ぐのみで連携できて
いない。

介護、子育て、障害
等複合的な課題を持
つ世帯への相談対応
を関係機関と連携し
て行っており、主訴
や経過、課題の記録
がある。

②統括支援センターや他分野の
相談機関（市の機関も含め）協
議しつつ対応している。

統括支援センターや他分野の相
談機関（市の機関も含め）と協議
を行い、連携して対応し、結果を
記録、共有している。

統括支援センターや他分野
の相談機関（市の機関も含
め）と協議を行っている。

統括支援センターや他分野の相
談機関（市の機関も含め）と協議
をすることはあまりない。

相談記録票に統括や
他分野の相談機関と
協議した記録があ
る。

③相談内容を整理して、複合的
な課題を持つ件数・内容を把握
している。

相談内容を整理して、複合的な
課題を持つ世帯数・人数・内容を
把握している。

＿
相談対応は行うが、複合的な課
題を持つ世帯数・人数・内容を分
類、整理はしていない。

相談内容を整理し
て、複合的な課題を
持つ世帯数・人数・内
容を把握している。

(5)認知症高齢者を支
援するための取り組み
を行っている。

認知症高齢者に対して、必要
時、認知症初期集中支援チーム
や認知症疾患医療センター等と
連携して、適切な対応を行って
いるかを評価します。

①認知症初期集中支援チーム
や認知症疾患医療センター等と
連携し、対象者に関する情報共
有を図り、相談支援を行ってい
る。

認知症初期集中支援チームや
認知症疾患医療センター等と連
携し、対象者に関する情報共有
を図り、相談支援を行っている。

＿

認知症高齢者の支援は行うが、
認知症初期集中支援チームや
認知症疾患医療センター等との
連携ができていない。

認知症初期集中支
援チームや認知症疾
患医療センター等と
連携し、協議や対応
した記録がある。

できている
　　　　　：３点
ほぼできてい
る
　　　　　：２点
まだ不十分
　　　　　：１点

２
　
専
門
的
・
継
続
的
相
談
支
援 できている

　　　：９～８点
ほぼできてい
る
　　　：７～６点
まだ不十分
　　　：５～３点

　サービス提供機関等へつない
だ後も、継続的なモニタリングが
必要となります。ここでは、つな
いだ後に、つないだ先で効果が
あったかの評価を行っている
か、また、効果がないと判断した
場合に、当事者とサービス提供
機関等との間に介入し、支援計
画の見直し等の適切な対応を
行っているかを評価します。

(3)相談支援の終結を
含め継続支援のため
のモニタリングを実施し
ている。

　単身高齢者や認知症、ダブル
ケア、８０５０問題等、複雑困難
化事例に対して、対象者や家族
および関係機関と連携し、適切
な対応を行っているかを評価し
ます。

できている
　：１２～１０点
ほぼできてい
る
　　：９～７点
まだ不十分
　　　：６～４点

(4)複合的な課題を持
つ世帯等への支援を推
進している。
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